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第一章　 緒 言

一汎に駆 虫剤の作 用機転に関 しては尚 明確

を缺 ぐ所が尠 くない.

ヘキシール レゾル シン(以 下 「ヘ.レ 」)

に就いてはLamson (1935)1)は 本剤は蛔虫の

体表面に作用 しクチ クラに水泡形成 を来 し,

更に壞死を起 し死滅せ しめるもので真の意味

の殺虫剤であると言ふ.赤 木2)も 本剤 は体壁

を犯すと言ふ.岩 田3)は 之に対 し,本 剤を蛔

虫の種 々の部位に直接 作用せ しめた結果,本

剤は蛔虫の頭部 に働 き全身の痙攣 強直 を惹起

して死滅 せ しめ る.即 ち口器附近の神経輪に

作用 し神経系統 に毒作用を及ぼす ものではな

いか と言つている.中 尾4)は 外皮 に若干の変
つ

化はあるが,む しろ筋層に変化が著明で筋細

胞 は稍萎縮状で其の高 さは減ずると言ふ.

四塩化 エチ レン(以 下 「四.エ 」)に 就 い

ては赤木5)は 其の駆 虫作用は クロロフオル ム

に似 て麻痺 に働 くものであるが,実 際には始

め虫体 を刺戟 し後麻痺 すると言つている.

余 は先づ鉤虫罹患犬を使用 し,腸 管 内外で

虫体に 「四.エ 」及び種 々濃度の 「ヘ.レ 」液

を作用 させて其の反応を観察 し,他 方両剤を

服用させ て一定時間後 に撲殺 して開腹 し其の

作 用状況を観察 した.

第二章　實驗方法竝に實驗成績

実験1

鉤 虫罹患 犬 を開 腹 し生 きた 犬鉤 虫10双 に

「ヘ.レ 」1.0%液(「 ヘ.レ 」1.Ogに 水 を

加へ100ccと し振盪 して使 用す),0.5%液,

0.1%液 拉 に 「四.エ 」原 液 を ピペ ツ トで滴

下 して其 の反 応 を 観察 した.

成績

「ヘ,レ.」

濃度 反 応

1% 30"で 体を左右

前後にのた うち

廻 し,平均2′45"

で強直,不 動 と

なる・頭部は腸

壁 より離脱 しな

い.370℃ ～40℃

の微温生理的食

塩水に入れて も

蘇生 しない.

0.5% 30′を経て も強

直は起 らず尚生

存す.且 移動せ

す.腸 粘膜 は黄

白色の苔を呈 す

に至る.

0.1% 仝 上

「四,エ 」

濃度 反 応

原液 3′後 より運動緩

慢 となるが死滅

しない.犬 の腸

粘膜は30′ 後に

も肉眼的に変化

はない.
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実験2

次に腸 を クレンメで7糎 の距離で挾んで袋

状 とし一端 よ りピペ ツ トでその中に 「四.エ 」

原 液0.5ccを 注入 し,12分 後 に腸を開けて

見 ると虫体 は全部(11双)死 滅 し,頭 部 は咬

着部位 よ り離れていた.腸 粘膜には肉眼的 に

変化はない.

同 じ要領 で場所を変へて3分 後 に開けて見

ると10双 中2双 死滅 し,何 れ も腸 壁 よ り離

脱 していた.残 りの8双 は生存 していたが,

その中2双 は腸壁 よ り離脱 していた.

「ヘ.レ 」0.1%液0.5ccを 同 様 に 注 入

し,10分 後 の虫体 は何 れ も生存 して いた.

実験3

シャーレ内で体温 に温めた両剤中に直接犬

鉤虫5双 を浸 した.

成績

「ヘ,レ 」

濃 度

1.0% 5"後 よ り全 身 を

激 し く動 か し始

め45"で 強 直 死

滅.

0.5% 5"後 よ り同様 の

運 動 を始 め1′で

強 直 死 滅.

0.1% 5"後 よ り前 者 程

ではないが活溌

な運動を起 し5′

に至 り強直死滅.

「四,エ 」

濃度

原液 活溌な運動を起

さず12′ 後に死

滅.

実験4

部分的検査 として 「ヘ.レ 」液 中に虫体の

頭部前1/3と 尾部2/3を 浸漬 して其 の反応 を観

察 した.

成績1

濃度

1.0%

1.0%

浸漬部位

頭部前1/3

尾部2/3

反 応

直 ちに頭部を各 方向に振 り動

か し 「ヘ,レ 」液 より離脱 し

ようとするが,1′ 後に強直死

滅 す.

10′ 後尚死滅 しないで頭部は

依然運動す.尾 部は強直不動

とな り体表面は白色に混濁 し

不透明 となる.

実験5

シャーレの底 に2ccの 「四.エ 」原液 を入

れ予め作成 して居 いた図の如 き台 を入れ,そ

の上 に微温湯 に浸 したガ ーゼ を敷 いて犬鉤虫

5双 をお き密閉 した後,約50℃ の重湯煎で

暖めた.

反 応

(イ) シヤーレが曇って不透明に

な り始 めてか ら50"で 全部不

動 とな り2′ 後に蓋 を開けて

検するに,死 滅は5双 中1双,

他 は運動緩慢.

(ロ) 虫体を取換へて同様に操作

す ると1′ で不動 とな り始め

2′で全部不動.5′ 後に蓋 を開

るて検すると1双 死滅,他 は

運動緩慢.

(ハ) 虫体を取換 へて 同様 に操

作.1′ で全部不動.10′ 後に

蓋 を開けると全部死滅.

実験6

前 日の 夕食 時 よ り絶 食 させ た6匹 の鉤 虫羅

患 犬 に3匹 は 「ヘ.レ 」1.0g.他 の3匹 は

「四 ・エ」4.0gを 水100ccと 共 に夫 々 ゾンデ

に より胃に注入.24時 間後 に開腹して両剤の

作用状況 を観察 した.

尚下剤 は何れも不与.

成績(数 字は何れ も平均値)
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尚 「四.エ 」服用犬では 胃,十 二指腸起始

部の粘膜に何 ら肉眼的変化は認められなかつ

たが,「ヘ.レ 」服用犬では幽門部に近 い胃体

部に何れ も2-3ケ 所,幽 門部 に1-2ケ 所糜

爛 と出血の跡 を認めた.

又 「四.エ 」で死滅 した虫体は大部分吸着

部位 よ り離れて死滅 し,生 存虫の中にも離脱

しているものが 多 く,且 吸着 している虫体 も

容易に攝 子で挾 み離脱 さす事が 出来 る状態に

あつた.是 に反 し 「ヘ.レ 」で死滅 した虫体

は頭部 を吸着 させた儘死滅 してお り,生 存虫

体に攝子 で挾みとる時正常時の場 合と同様の

抵抗を示 した.

第三章　総括竝に考按

「四.エ 」 は米 国 に於 て は既 に1925年 鉤

虫駆 除薬 と して使 用 され,Hall and Shillinger

 (1925)5), Schlingman (1925)6), Lambert

 (1925)7), Louis Schapiro and Stoll (1927)8),

 Lamson, Bobbins and Ward (1929)9)等 の報

告 が あ る.駆 虫 率 の高 い 事,副 作 用 の少 い事

等 の た め米 国 で は專 ら本 剤が 鉤 虫の駆 除薬 と

して使 用 され て来 た.我 が 国 では 昭和22年

頃 よ り漸 く使 用 され始 め,永 井(1948)10)遠

城 寺,浦(1948)11),山 田(1950)12)等 の報

告が あ る.余 も嚢 に(1950)13)鉤 虫症 患 者50

名 に本 剤 を使 用 し,虫 卵 減 少97%(Stoll氏

法に 依 る),完 全駆 虫 率74%と 言 ふ良 い成 績

を得た.

「四.エ 」はcl cl>C=C<cl clの 構造式を有 し,

分子量は165. 85, 99%乃 至99.5%のC2cl4

を含有 し残余はアル コールである.無 色透 明

の液体で比重は1.6,水 に難溶でエーテル臭

があ り可燃性 はない.

「四,エ 」の作用機転 に関 しては緖言で述

べた外余 り報告はない.

扨実験1の 如 く本剤は大気中に露 出した場

合では効加が な く,密 閉 された腸(実 験2)及

び同じ く密閉 されたシヤーレ内(実 験5)で 而

も後者では直接 「四.エ 」液 と接 触 しない位置

にあ りなが ら死滅する点か らして,本 剤は気

化 した瓦斯体として作用すると考へ ざるを得

ない.其 の場 合死滅に要す る時間は3分 乃至

10分 である.又 腸管内で死滅 した虫体 は何れ

も腸壁 よ り離脱 してお り,尚 生存 しているも

のでは容 易に攝子で狹みとる事が 出来 る状態

である.シ ャ ーレ内では死滅する前に特別の

運動を起 さずその儘不動 となつて死滅する.

要す るに本剤は密閉 された中で気化 した瓦

斯体の形で虫体に作用する もの と考へ られ,

従つて本剤を服用 した時は体温に温め られて

気化 し瓦斯の形 となつて腸管内に充満 し,虫

体の表面 よ り作 用し之を麻痺 し死滅せ しめる

様 である.死 滅 に至 らない ものは麻痺 のため

弱力化 され下剤 と共に排出 される様 である.

「ヘ.レ 」は白色針状,板 状の結晶で水に
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は難 溶.Robbinsに 依れば約70%は 吸收 さ

れずにその儘排出 され30%が 吸收 されて尿

中に排 出 されると言 ふ.

本剤は元来消毒薬で最初Leonard (1924)15)

が尿路 消毒薬 として使用 し,其 の後Lamson

 (1931)13)等 は蛔虫の駆除に卓効のある事を

報告 した.我 が 国 で は 服部16),三 好17),松

林18),立 野19)等 に より蛔虫に驚 くべき効果の

ある事が 報告 された.

鉤虫症 に対 してはLamson (1931)13)が24

例 中完全駆虫率41%,虫 卵減少率80%の 成

績を報告 したが,我 が国では本症に対 しては

本格的に使 用されてお らず僅かに北海道大の

立野19)が 少数 例 に使用 して無効であると言

つた程 度で ある.余14)は1949年50名 の鉤

虫症患者 に本剤を使用 し完全 駆 虫率50%,

虫卵減 少率85%と 言ふ好成績 を得た.

本剤 の作用機転 については既述の如 く色 々

の説が あるが以上 の犬鉤虫について行つた本

実験の成績か ら本剤は虫体の外皮 よ り頭部附

近の神経系統に働 き,全 身痙攣,強 直を起 し

て死滅せ しめ,他 方体蛋白を凝 固し,二 次的

に死に至 らしめる様 である.又 実験1,3の

通 り濃 い程 よく作用 し,特 に腸内では0.5%

以下の濃度では効果がない.之 は頭部を腸壁

深 く突込んで吸着 しているため,頭 部 に本剤

が 働 き難 いための様 である.

この事は本剤 を頭部 と尾部 に分 けて作用 さ

せた実験4及 び本剤 を経 口的に投与 して後開

服 し観察 した実験6で 明らかである.

実験6で は 「四.エ 」と本剤との作用の仕

方 の著 しい相違を よくあ らはしている.即 ち

前者は腸全体に亘 り均等に作用し下いるに反

し,本 剤 は腸 の 上 部 にの み作 用する.之 は

「四.エ 」は腸内で瓦斯体の形 で作用す るに反

し,本 剤は液体(エ ムルジオン)の 形で,作

用するため末端 に行 くに従 ひ,腸 粘膜 と結合

した り,或 は消化液 のため薄め られて効力が

な くなるのであろう.

死滅する時の状態は 「ヘ.レ 」では実験1,

3,4の 如 く痙攣強直を起 して 死 滅 するが,

「四.エ 」では実験1,3,5の 如 く痙攣,強

直は起 らない.又 「四.エ 」では大部分腸壁

よ り離脱するが,「ヘ.レ 」では吸着 した儘の

が 多い.

第四章　結 語

「四.エ 」及び 「ヘ.レ 」の 作用機転を明

らかにするため鉤虫罹患犬を使用 し,腸 管内

外で種 々の実験を行ひ次の成績を得た.

1). 「四.エ 」は腸管 内で体温に温め られ

て一部気化 し瓦斯 の形 となつて腸管内に充満

し,虫 体の体表面 よ り作 用して虫体 を麻痺 し

死滅せ しある様 である.死 滅に至 らない もの

は麻痺のため弱力化 され下剤 と共 に体外に排

出される様である.

2) 「ヘ.レ 」はエムル,ジオ ンの形で虫体の

外皮 より頭部附近 の神経系統 に働 き全身痙攣

強直を起 して死滅せ しめ,他 方体蛋 白を凝 固

し二次的 に死に至 らしめる様 である.

稿を終るに当 り御懇篤なる御指導を賜つた恩師北

山教授に深甚の謝意を表す.
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